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研究成果の概要： 
本研究の目的は、テキストマイニングと人工市場という 2 つの情報技術の融合により、金融実

務者の市場での売買執行を支援する手法を開発することである。開発した金融データ分析の 2
つの新手法のアルゴリズム(テキストマイニングと人工市場シミュレーション)を基にして実装

を行った。実際の金融データを用いて、提案アルゴリズムを評価した結果、既存の数値分析手

法に比べ市場分析の推定精度を平均 48.42%、最大 74.03%改善することに成功した。 
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研究分野：社会シミュレーション 
科研費の分科・細目：情報学・知能情報学 
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１．研究開始当初の背景 
近年の急激な市場変動を経験した金融市場
の現場では、今まさに、金融工学などの従来
の数理的アプローチと異なる、新たな市場分
析の手法が切望されている。その一方で、金
融市場の電子化はここ 10 年で急速に進んで
きた。現在では日々膨大な経済情報がオンラ
イン上で入手でき、市場参加者はそれらの情
報を取捨選択して解釈し市場分析を行って
いる。このような状況で、近年様々な分野で
成果をあげているデータマイニングやシミ
ュレーションといった人工知能や情報処理
技術に対して、金融の現場から大きな期待が

かけられるようになった。このような背景を
基に、本研究では、金融実務者の経済市場分
析を支援するために、膨大な経済情報から有
用な情報を抽出し経済動向と関連づける新
たな情報技術を開発することを目指す。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、テキストマイニングと人工
市場という 2 つの情報技術の融合により、金
融実務者の売買執行を支援する手法を開発
することである。まず金融市場に関連するテ
キストデータから特徴量を抽出し、現在の市
場が特に敏感に反応している経済要因を絞
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り込み市場環境の把握を行う。さらに人工市
場シミュレーションにより、自分の執行行動
の市場インパクトを事前評価する手法を開
発する。 
 
３．研究の方法 
本研究では、金融データ分析の 2 つの新手法
のアルゴリズム(テキストマイニングと人工
市場シミュレーション)を新たに開発し、プロ
トタイプ・ソフトウェアとして計算機上に実
装を行った。さらに、提案アルゴリズムの評
価と金融現場への実用化を目指して、実際の
金融データを用いて、提案アルゴリズムによ
る取引行動の評価手法に関する検証を行っ
た。具体的には、下記の手法を用いた。 
(1) テキストマイニング手法のプロトタイ

プ作成 
(2) 人工市場シミュレーションソフトウェ

アのプロトタイプ作成 
(3) 実データによる執行行動の事前評価の

研究 
テキストマイニングによる市場環境分析手
法の研究として、長期的な市場動向を分析す
るテキストマイニング手法を世界に先駆け
て開発し、試作版ソフトウェアとして計算機
上に実装した。金融実務者との共同により、
本ソフトウェアを用いて、株式市場・国債
市場・外国為替市場の動向分析を試み、既
存の数値データを用いた動向分析の結果と
比較検証した。実データによる執行リスク
の事前評価の研究として、上述のプロトタ
イプシステムを用いて、大規模取引行動の
一種である介入行動が市場に与える影響の
評価を行った。 
 
４．研究成果 
(1) テキストマイニング手法のプロトタイ

プ作成 
近年、市場に関わる要人発言・マーケット
リポート・オンライン経済ニュースなどの
様々なテキスト情報に対する市場の反応を、
データマイニングや機械学習の手法を用い
て推測する研究がでてきた．しかし、従来
手法の多くは，数時間や 1 日以内の短期的
な価格変動のみを分析対象としており，よ
り長期的な市場動向の分析にテキスト情報
は用いられてこなかった．金融実務者にと
って、週次または月次以上の比較的長期の
市場動向の分析は、長期的な投資戦略の決
定のために必要不可欠である。そこで，本
研究は長期的な市場動向を分析するテキス
トマイニング手法を世界に先駆けて開発し、
試作版ソフトウェアとして計算機上に実装
した。 
定期的に発表され決まった形式を持つテキ
スト情報を対象とした、長期市場動向分析の
ためのテキストマイニング手法を開発し計

算機上に実装した。本手法を用いて、2008
年の日経平均株価・日本国債市場の価格(金
利)・円ドル為替レートの月次変動を分析した．
分析対象のテキスト情報は、日本銀行が毎月
公開している金融経済月報というマーケッ
トリポートを用いた。 
最初に、1998-2007 年の過去 10 年間のテキ
スト情報から単語の共起頻度から主要な単
語を抽出し、さらに出現頻度の時間変化パタ
ーンの主成分分析により人間にも理解しや
すい 30 個の特徴量を抽出することに成功し
た。次に，これらの特徴量の時系列データを
用いて，過去 10 年間の各市場の価格データ
に関して回帰分析を行った。得られた回帰式
に 2008 年の各月のテキストデータを入力し、
各市場の外挿予測を行った。図１に示すよう
に、さすがに 10 月の 3000 円近くの歴史的な
暴落は推定できなかったが、4 月の 1500 円
の高騰や 9 月の 2000 円の下落などを推定す
ることができ、変動が激しい時期であったに
もかかわらず全体的に市場の方向感をよく
とらえることができたといえる。さらに、既
存の数値データを用いた長期市場分析手法
と外挿予測誤差を比較した結果、提案テキス
トマイニング手法は推定精度を平均で
48.42%、最大では 74.03%も改善することに
成功した。 

 
次に、市場の種類と提案手法による推定の有
効性の関係を調べるために、1998 年から
2008 年までの国債市場・株式市場・外国為
替市場の価格データを用いて、逐次的な外挿
予測により、月末の市場価格が前月末から上
昇または下降するかを推定するテストを行
った。その結果、国債の 2 年物と 5 年物では
84.62%もの高い正答率を示した(図 2)。次に
精度の高かった市場は、日経株価平均と国債
1 年物で正答率は 76.92%であった。しかし国
債 10 年物や円ドルレートについては、約
40-50%でチャンスレベルに近かった。複数の
金融関係者に本結果を見せたところ、分析対
象のテキストデータである日銀月報の各市

図 1 日経平均株価の外挿予測結果。月
次の価格変動の推定値と実際の値。訓練
期間: 1998 年 1 月-2007 年 12 月、外挿期
間: 2008 年 1 月-2008 年 10 月。 



 

 

場への影響力を反映した妥当な結果との評
価を受けた。国債市場が最も日銀の動向に敏
感である一方、外為市場は国際的な要素が関
連するので、相対的に日銀月報の影響が小さ
い。また、長期の国債価格はマクロな要素が
関連し、月報で解説する内容と範囲が異なる。 

 
(2) 人工市場シミュレーションソフトウェ

アのプロトタイプ作成 
経済ニュースを基に自らの経済行動を決定
する複数のエージェントが存在する市場の
マルチエージェントシミュレーションを行
うシステムを構築した(図 3)。本システムで
は、実際のテキスト情報から数値化した経済
動向を用いて、各エージェントは来期の市場
価格を予想する。さらに、エージェント間の
相互作用により、エージェントは各ニュース
に対する重要度を学習していく。本システム
を用いて、この人工市場の中で、あるルール
に基づいた取引行動や介入行動の執行が、市
場に対して長期的にどのような影響(インパ
クト)をもたらしうるかということを事前評
価することが可能となる。 

 
(3) 実データによる執行行動の事前評価の

研究 
上述の人工市場プログラムに経済ニュース

のテキストデータを用いて、外国為替市場
(円ドル)での最大規模の市場参加者である
中央銀行の介入行動の影響評価を行った。そ
のために、介入行動が引き起こす市場へのイ
ンパクトとそのフィードバックを考慮した
人工市場シミュレーションを行った。その結
果、最も為替レートを安定化させる介入行動
ルール(どの種類の経済ニュースにどれくら
いの規模で介入すべきか)を特定することが
できた．シミュレーションによって提案され
た介入行動ルールを用いることによって、円
ドルレートの変動を70 %以上抑えることがで
きると推定された(図 4)。 
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